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１ 実施主体  富士河口湖町立教育センター  

富士山科学研究所 久保智弘，藤巻桂吾，古屋和仁，吉本充宏 

 

２ 実施目的  町内に住む子どもたちの，富士山に関する知識と防災についての意識等を把握し，こ

れからの富士山学習の基礎資料とする。 

 

３ 実施対象  富士河口湖町内および鳴沢村の小学校３年生・５年生・中学２年生 

        (回答数)  小学校３年生 ２４０名 

              小学校５年生 ２２６名 

              中学校２年生 ２３４名 

 

４ 実施時期  ２０２０年(令和２年) ５月，６月 

 

 

 

 



質問１ 富士山の成り立ち，世界文化遺産 

小学校 3 年生                 小学校 5 年生  

中学校 2 年生                    ＜小 3＞ 

・約８０％の児童が，富士山は火山であるこ

とを理解している。１０％程度が褶曲によっ

てできたと回答し，９％がわからないと答え

ている。 

＜小５＞ 

・３年生同様約８０％の児童が，富士山は火

山であると理解し，１２％の 児童が褶曲に

よってできたと考えている。 

・約７０％の児童が，富士山は活火山であると考えていて，今後も噴火すると認識している。 

・約８０％の児童が，富士山は世界文化遺産であると理解している。 

・約８０％の児童が，富士山は古くからある山だと考えている。 

＜中 2＞ 

・全員が富士山は火山であり，９７％が活火山であると回答した。一方で褶曲によってできたという考

えも９％みられる。あてはまるものすべてに回答してよいとしたため，プレートにのって伊豆半島が

本州に衝突していることを知っていて関連づけたのかもしれない。 

・約９０％の生徒が，富士山は世界文化遺産であると理解している。世界自然遺産であるとの回答も１

６％みられる。 

・５年生同様，約８０％の生徒が，富士山は古くからある山であると回答している。周りの山より新し

いと答えた生徒は５年生同様１０％程度にとどまる。 

＜全体＞ 

・富士山の成り立ちについては，どの学年でもほとんどが正しく理解している。今後噴火する危険性が

あることも中学生で高くなっている。教科，校外学習や総合的な学習等で富士山学習を実施し，さら

に関係機関との連携した学習を実施していることで理解につながっていると考えられる。 

・富士山が世界文化遺産であることを理解している児童生徒がほとんどであり，H30 年度に行ったアン

ケート（７２％）よりも数値が上がった。前回と同じ子たちが回答しているわけではないが，アンケ

ート結果を受けての各学校の取り組みの成果が表れていると考えられる。 

・児童・生徒にとって「新しい」「古い」の捉え方は難しいので，山の古さ，新しさという視点で富士山

及び周辺の山を概観するような学習があってもよいと考える。また，小学生でもわかるような教材が

必要である。 



質問２ 富士山の近くに住んでいてよかったと思うこと 

＜小 3＞ 

・「大きい富士山が見られる」や「水がおいしい」

といった実際に見たり感じたりできる項目に対し

て共感している割合が高い。また景色の良さや自

然の豊かさにも７０％以上の回答があった。 

・観光客が多く来ることに対しては，３０％以下と

なった。雨の多さも１４％にとどまっている。 

 

＜小５＞ 

・14 項目中 12 項目が５０％を超えている。８０％を超えているのは，いつでも富士山を見られること，

水がおいしいこと，景色が良いことの 3 項目である。 

・温泉があることは約 4０％，雨が多いことは 1０％である。  

＜中 2＞ 

・14 項目中 5 項目が 5０％を超えている。5 年生よりも少なくなっている。８０％を超えているのは 5

年生と同様，いつでも富士山を見られること，水がおいしいこと，景色が良いことの 3 項目である。 

・多くの観光客が来ること，山登りや釣り，キャンプなどがしやすいこと，温泉があること，雨が多い

ことは３０％以下である。 

・興味や関心の広がり，人間関係の広がり等により，相対的に富士山への関心が下がっているのではな

いか。 

＜全体＞ 

・どの学年においても，富士山のある風景によさを感じており，富士山とその周辺の自然が郷土のアイ

デンティティとして重要であることがわかる。 

・水のおいしさについては，生活経験に加え，メディアでよく見かける富士山のミネラルウォーターの

広告などを通しても意識をもち，また，富士山科学研究所で行っている水の学習も影響していると考

えられる。子どもたちが富士山の水に価値を持っているので，火山であると同時に水の山でもある富

士山について，その理由等水に関しての学習も特色ある教材として扱えるのではないか。 

・「多くの観光客が来る」の割合が高くないが，観光地としての良さ（富士山，湖等の自然が美しいな

ど）は感じているが，子どもたちにとってのメリットはあまり感じられず，観光客増加に伴う渋滞，

観光客のマナー不足等マイナス面の方を感じていると思われる。そのうえで，住民の生活と観光が共

小学 3 年生 小学５年生 

中学２年生 



存できる政策を考えるような学習が上級学年においてあってもよいと考える。 

質問３ 富士山の近くに住んで心配なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体＞ 

・どの学年でも噴火と溶岩流への回答が高くなっており，「富士山の近くに住んでいて」と質問に書いて

あることから，富士山が火山であり，火山災害についてより意識が高まっている回答になったと思わ

れる。 

・本地域では，頻繁に起きる災害はなく，体験していない。そのため災害については具体的なイメージ

があまりない。したがって，まず，自分が住んでいる地域においての災害の可能性や規模について，

さらに防災についての学習を仕組んでいく必要がある。 

小学 3 年生 

小学５年生 

中学２年生 

＜小 3＞ 

・富士山噴火に関する「噴火」「溶

岩流」が８０％以上，「噴石」が

約７０％となっている。「火山

灰」は約６０％である。 

・「地震」は約７０％である。 

・「土砂崩れ」は 6３％である。 

・「湖の増水」「山体崩壊」「洪水」

「雪崩」は５０％以下である。  

＜小 5＞ 

・全体的に 3 年生と似たような傾

向が見られ，「噴火」「溶岩流」が

８０％以上，「火山灰」「噴石」「土

砂崩れ」が 6０~7０％である。  

・「地震」については 6０％弱で，

小 3 より低い値である。 

・「湖の増水」「山体崩壊」「洪水」

「雪崩」は 5０％以下であり，「山

体崩壊」は低い値である。 

・「獣害」については，5０％を超え，

身近なものと感じている。  

＜中２＞ 

・小 3，小 5 に比べ，全体的に低い

値である。その中で，富士山噴火

に直接かかわる項目は高い値と

なっている。 

・火山よりも頻度の高い「土砂災

害」や「地震」についてはあまり

危険を感じておらず，「洪水」「増

水」は約１０％と低い値である。 



質問４① 富士山が噴火した際のことを家族で話し合ったことがあるか 

 

＜小 3＞ 

・「話し合ったことがある」は約３０％で，「話し合った

ことがない」「よくわからない」が約７０％である。 

<小 5＞ 

・「話し合ったことがある」は約４０％で，「話し合った

ことがない」「よくわからない」が約６０％である。 

＜中 2＞ 

・「話し合ったことがある」は３５％で，「話し合ったことがない」「よくわからない」が６３％である。 

質問４② 富士山が噴火したときどうしたらよいか 

＜小 3＞ 

・「どうしたらよいか，聞いたことがある」が３０％  

未満で，「聞いたことがない」と「聞いたけど覚え

ていない」を合わせると約７０％と多い。 

<小 5＞ 

・「どうしたらよいか，聞いたことがある」は小 3

よりやや多く４０％弱で，「聞いたことがない」と

「聞いたけど覚えていない」を合わせると約６０％

である。 

<中 2＞ 

・「どうしたらよいか，聞いたことがある」小学生よりやや多く４５％であり，「聞いたことがない，よ

くわからない」が，１３％と低かった。 

小学 3 年生 小学５年生 

中学２年生 

小学 3 年生 小学５年生 

中学２年生 

中学２年生 



質問４③ 富士山が噴火したときの避難場所をきいたことがあるか 

<小 5＞ 

・「どこに逃げたらよいか聞いたことがある」が約３０％，「聞いたことがない」と「聞いたけど覚えて

いない」が約７０％である。 

＜中 2＞ 

・「どこに逃げたらよいか聞いたことがある」が小 5 と同じ約３０％であるが，「聞いたけど覚えていな

い」は小 5 より多く約 4０％である。 

＜全体＞ 

・富士山が噴火したときどうするか，家族で話し合ったことがあると回答した児童生徒は４０％に満た

ない。 

・噴火したときの避難行動についても同様の状況で，４０％に満たない。 

・噴火時の避難場所について，「知っている」が 5 年生と中学 2 年生いずれも約 3０％にとどまった。 

・全体として低い値であるが，富士山科学研究所での学習を通して「噴火したらどうしらよいか，聞い

たことがある」児童の割合は増えた学校がある。そのことからも，今後，防災教育プログラムを学校，

家庭，町全体で計画的に取り入れていくことが望まれる。また，防災教育を行う際，富士山噴火の危

険性について正しい知識とその対応について学ぶことをセットで進めていき，さらに，いざというと

きの対応がわかるような資料の作成とその利用の呼びかけが必要である。 

質問 知っている火山の言葉のうち，知っているものを答える。（中 2 のみ） 

<中 2＞ 

・噴石，火山ガスや火山灰，溶岩流，土石流，石

といった火山現象で主に発生する現象について，

理解していることが分かった。しかし，危険性の

高い火砕流については，5０％程度にとどまって

いるため，今後火山現象を学ぶ機会で，火砕流に

ついても適切に伝えていく必要がある。 

 

 

 

小学５年生 中学２年生 

中学２年生 



質問 富士山が日本で一番高い山になった理由を知っていますか。（中 2 のみ） 

＜中２＞ 

富士山の成り立ちについて，噴火を繰り返した火

山であることはほとんどの生徒が理解しているが

(問 1 から)，なぜ日本一になったかについて知っ

ている生徒は３０％未満とであった。また，知っ

ている生徒の回答を見ると，一部で伝承や間違っ

た理解をしている生徒がいることも分かった。こ

の点については，科学的な質問なのか伝承を尋ね

たものなのか明確な質問をすべきであった。このため，富士山の成り立ちについて，もう少し掘り下

げてなぜ日本一になったか教える必要がある。 

 

＜まとめ＞ 

今回のアンケートは、町内の子どもたちの富士山に関する知識と防災についての意識を把握するた

めに実施した。「富士山について知る」「富士山の魅力」「富士山にかかわる不安」「防災学習につい

て」の 4 つのテーマで町内の小学校 3 年生、5 年生および中学 2 年生を対象に調査した。 

 富士山に関する知識について、富士山の成り立ちや富士山が世界文化遺産であることをほとんどの

子どもたちは理解している。また，景観や自然の豊かさ，さらには水のおいしさなど富士山の魅力も

感じている。これは，日々の生活の中で感じていることであるが，学習したことにより習得したもの

も少なくない。町内各校で継続して実施されてきた富士山学習の意義を改めて確認する結果となっ

た。 

 一方、富士山に関する防災学習については、富士山学習研究会の事業としても今年度緒に就いたば

かりであり「家庭で富士山が噴火した際のことを話し合ったことがあるか」「富士山が噴火したときど

うしたらよいか」「富士山が噴火したときの避難場所をきいたことがあるか」の割合がいずれも５０％

に満たない状態であった。このことから、火山としての富士山は理解しているものの，自分が住んで

いる地域においての災害の可能性や規模について，さらには災害からどのように生命や生活を守るか

の方法については十分な理解が得られていないという課題が明らかになった。このことは子どもたち

だけではなく、私たち大人も同じことがいえるのではないか。 

したがって、今後，学校において，さらに家庭や地域で富士山噴火に対する防災意識を高める取組

が必要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

中学２年生 



富士河口湖町立教育センター研究員 （「アンケート調査」協力） 

     篠原 良典（船津小）    持田 泰志（小立小）   渡辺 裕斗（大石小） 

     梶原 孝子（河口小）    梶原裕一郎（勝山小）   小河原静子（西浜小） 

     日下 美実（大嵐小）    渡邉  舞 （豊茂小）   青木 悦子（湖北中） 

佐々治智秀（勝山中）   堀内 仁嗣（湖南中）   芦沢 哲治（鳴沢小） 

あとがき 

 

平成２５年６月、世界文化遺産登録によって、『信仰の対象と芸術の源泉』としての富士山の文化的

価値が世界に認められ、今年で７年目になりました。美しく荘厳な姿から、時代を超えてさまざまな

信仰の対象となり、また優れた多くの芸術作品に取り上げられるなど、まさに日本文化の源となって

きた富士山。私たちには、この素晴らしい資産を保護し、確実に後世へ継承していく責務がありま

す。この職責を果たすために何をすべきか、その一つとして富士山の価値について子どもたちと一緒

に考え、学び、活動していくことだと考えています。 

教育センターでは、町内の子どもたちが構成資産を通して富士山の価値を知り、富士河口湖町の歴

史・文化を学ぶことにより、郷土に愛着と誇りを持ち、文化や自然を大切にする豊かな心を育んでい

くことを願っています。 

本年度も、『富士山学習研究会』を中心に歴史・文化・自然・芸術・観光・災害(防災)等を体系的に

学ぶ「富士山学習」に取り組んでいます。その中で、「富士山に関する防災学習」が課題に挙がってい

ました。今回、町内の児童・生徒を対象に実施した「富士山に関する知識と防災アンケート」の調査

結果が、子どもたちや先生方の「富士山学習」充実に向けての動機づけ資料となることを期待すると

ともに、今後、防災教育プログラムを学校、家庭、町ぐるみで計画的に取り入れていく一助になれば

と思います。 

本調査に当たり、ご協力をいただいた各学校や児童・生徒の皆さん、また集約してくださった先生

方、さらに実施主体となってご支援いただいた富士山科学研究所の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  富士河口湖町立教育センター 
    担 当  梶 原  斉  
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 ＦＡＸ ０５５５－８３－３０４４ 
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